
量水器

6.229

道路境界線 8.669

縮尺 図面番号図名

工事名 印特　記

図 面 提 出 日

承　　認 管 理 建 築 士

１/３００（Ａ１）
１/６００（Ａ３）

7
,
0
0
0

汚

143.86

底137.05
W137.35

底137.01
W137.33

底137.10
W137.39

137.94

W136.71

水
路

消火栓

灯

T

階段

灯

汚

汚

HP20
0

U180

U180
U2
40

現打ち溝200 現
場
打

ち
溝
25

0×
25
0

U1
80

U240

U240

汚

水
路

HP300

TP1

143.422

花壇

W139.10

W139.10

139.40

W139.37

139.69

W139.23
139.73

139.82

As

W139.12

W139.20

W139.17

W139.16

汚

W139.07
底138.89

W138.94

W139.08

138.75

139.18

139.402
TP2

W139.00

底138.90

W138.95
W139.00

139.34

底138.94

汚

W139.08
139.26

137.97

底137.14
W137.41

139.34

139.22

W139.01

139.24

水路

U240

W136.67

142.66

W142.09

142.65

143.48
143.46

W143.10

底143.02

143.57

VP120

Gs

143.53

142.50

142.28

底138.56

W138.65
W138.88

W139.17

W138.92

140.09

139.32

139.47

138.03

139.15
底138.88

W139.11

W139.25

143.85 141.93

W143.56144.20

144.48

144.39

137.08
138.12

137.79

アスファルト舗装

コンクリート舗装

コンクリート舗装

139.33

W139.13

底138.90
W139.08

防火水槽

142.95

142.96

W142.32

52,000

Ｘ０ Ｘ10

▽
道

路
境

界
線

1
8
,
0
0
0

1
4
,
6
5
5

5
,
0
9
0

Ｙ０

Ｙ２

▽道路境界線

▽道路境界線

16,400 49,060

16

20

28

UP

5,890

道路幅員

8,865

道路幅員

6
,
7
0
0

2
,
6
0
0

8
,
7
0
0

4,700 44,360

△
道

路
境

界
線

Ｙ２

Ｙ３

Ｙ１

9
,
0
0
0

1
6
,
0
0
0

7
,
0
0
0

4
,
5
4
0

7
,
2
1
6

▽道路境界線

▽道路境界線

24,880 27,120

25,000 27,000

Ｘ０ Ｘ４ Ｘ10

１／３００（Ａ１）

１／６００（Ａ３）

Ｂ

Ａ

３

5
,
9
8
6

道
路

幅
員

道
路

幅
員

7
,
3
4
1

道路幅員
20,044

3.909
3.981

5.087

5.463

道
路
境
界
線
 1
3.
53
0

4.613

道
路
境
界
線
 2
9.
35
8

道路境界線 6.792

道路境界線 8.572

1.373

6.166

3.885

1.999

開
発

に
よ

る
道

路

建
築

基
準

法
第

4
2
条

1
項

2
号

道
路

Ａ Ａ

Ｄ

Ｄ

φ40

PU3 250

HP
30

0

市道：平野山之下丸之内線

建築基準法第42条1項1号道路141.60

139.41

ガードレール Ｈ８００

フ
ェ
ン
ス
 Ｈ

１
１
０
０

W143.19

0.998 1.026

2.001 2.003
2.012

1.950

1.041
道路境界線 10.489

道路境界線 7.549

道路境界線 9.919

道路境界線 9.922

道路境界線 10.992

0.
28
5

0.715

0.
38
7

3.552
道
路
境
界
線
 8
.2
95

底139.07

3.011

道路境界線 9.499

道路境界線 21.848

道路境界線 32.495

市道：くれは15号線

建築基準法第42条1項1号道路

道路境界線 20.402

道路境界線 8.108

道路境界線 20.400道路境界線 7.523
1.235

139.35

139.45

139.41

139.32 139.26

HP200

伊賀市総合福祉会館屋上防水改修工事

配置図 Ａ－０１

配置図

コンクリート舗装

施工箇所

昇降足場（独立ﾀｲﾌﾟ）

※架設位置は、関係者と協議して決定すること。



Ｙ２

Ｙ１

Ｙ０

縮尺 図面番号図名

工事名 印特　記

図 面 提 出 日

承　　認 管 理 建 築 士

１/１００（Ａ１）
１/２００（Ａ３）

52,000

27,00025,000

16
,0

00

18
,0

00
7
,0

00

Ｘ０ Ｘ４ Ｘ10

Ｙ３

Ｙ０

Ｙ２

1,600 1,0001,800 22,600

6
,0

00

Ｙ３

Ｙ１

避雷針柱600φ

タイガーベース
300×100

H100
パイプ基礎
300×150

H150

キュービクル
2200×1700

H300+土台H200

発電設備
1000×1600

H200

ガスヒート

1700×2970
H200

ガスヒート

1430×2450

1000×1000

H200

H200

機械基礎

機械基礎
800×1200

H220

機械基礎

機械基礎

1360×1400
H470

2000×2000
H250

H320
1910×1600

DN

室外機

室外機

P.S

ポンプ
ポンプ

1
0,

00
0

6
,0

00

2,600

Ｙ１

ＰＨ屋根

＜現況＞ＰＨ階平面図・屋根伏図

１／１００（Ａ１）

１／２００（Ａ３）
＜現況＞ＰＨ階平面図・屋根伏図

ＡＤ

６

２

１

３

2,300

2,
30

0

伊賀市総合福祉会館改修屋上防水改修工事

屋根

屋根

屋根

（車庫）

（一般）

下地：ＡＬＣ板 厚１００

下地：コンクリート、均しモルタル 厚２０～３０、歩行用アスファルト防水（８層）

仕上：シート防水 

仕上：押え防水モルタル 厚５０～７０ 伸縮目地切、ウレタン塗膜防水

仕上：露出アスファルト防水（８層）

下地：コンクリート、均しモルタル 厚２０～３０

屋上 防水改修工事仕上表

改　修

既　存

既　存

（玄関庇・階段室塔屋）

１

２

３

下地：高圧洗浄
平　場

　溝
下地：既存仕上脆弱部撤去、押え金物撤去、シーリング撤去、高圧洗浄の上、エポキシ系ポリマーセメントノロ引き立上り

基　礎

＜特記事項＞

脱気筒(ＳＵＳ製) １０箇所

改修用ドレン（ヨコ型６箇所） 

　補強張り・アルミ製キャップ共

笠木欠損部モルタル補修、クラック補修

部　位記　号 内　容 その他

脱気筒(ＳＵＳ製) １０箇所

改修用ドレン（ヨコ型３箇所、タテ型３箇所） 

　補強張り・アルミ製キャップ共
改　修

平　場

　溝

立上り

既存/改修

下地：既存シート防水撤去、押え金物撤去、シーリング撤去、ケレン清掃の上、エポキシ系ポリマーセメントノロ引き

平　場

立上り

既　存

改　修

下地：既存アスファルト防水撤去、ケレン清掃の上、エポキシ系ポリマーセメントノロ引き

下地：既存アスファルト防水撤去、押え金物撤去、ケレン清掃の上、エポキシ系ポリマーセメントノロ引き

脱気筒(ＳＵＳ製) １箇所

改修用ドレン（ヨコ型１箇所） 

　補強張り・アルミ製キャップ共

笠木：高圧洗浄、欠損部ﾓﾙﾀﾙ補修の上、Ｘ２

タイガーベース等の撤去可能な配管受け台は撤去とする。

仕上：ウレタン塗膜防水通気緩衝工法（サラセーヌ　ＱＶ－ＫＫ５０Ｔ同等仕様）

仕上：ウレタン塗膜防水密着工法（サラセーヌ　ＳＤ－立上り２０Ｔ同等仕様）、端部シーリング処理

下地：既設防水層撤去、エポキシ系ポリマーセメントノロ引き

仕上：ウレタン塗膜防水通気緩衝工法（サラセーヌ　ＱＶ－ＫＫ５０Ｔ同等仕様）

仕上：ウレタン塗膜防水密着工法（サラセーヌ　ＳＤ－立上り２０Ｔ同等仕様）、端部シーリング処理

仕上：ウレタン塗膜防水通気緩衝工法（サラセーヌ　ＱＶ－ＫＫ５０Ｔ同等仕様）

仕上：ウレタン塗膜防水密着工法（サラセーヌ　ＳＤ－立上り２０Ｔ同等仕様）、端部シーリング処理

Ａ-０２



Ｙ２

Ｙ１

Ｙ０

縮尺 図面番号図名

工事名 印特　記

図 面 提 出 日

承　　認 管 理 建 築 士

１/１００（Ａ１）
１/２００（Ａ３）

＜改修＞ＰＨ階平面図・屋根伏図

52,000

27,00025,000

1
6,

00
0

1
8,

00
0

7,
00

0

Ｘ０ Ｘ４ Ｘ10

Ｙ３

Ｙ０

Ｙ２

1,600 1,0001,800 22,600

6,
00

0

Ｙ３

Ｙ１

パイプ基礎
300×150

H150

機械基礎跡
2200×1700

H300+土台H200

機械基礎跡
1000×1600

H200

機械基礎跡

1700×2970
H200

機械基礎跡

1430×2450

1000×1000

H200

H200

機械基礎跡

機械基礎跡
800×1200

H220

機械基礎跡

機械基礎跡

1360×1400
H470

2000×2000
H250

H320
1910×1600

DN

P.S

ポンプ
ポンプ

10
,0

00

6,
00

0

2,600

Ｙ１

ＰＨ屋根

１／１００（Ａ１）

１／２００（Ａ３）
＜改修＞ＰＨ階平面図・屋根伏図

ＡＤ

６

屋根

屋根

屋根

（車庫）

（一般）

下地：ＡＬＣ板 厚１００

下地：コンクリート、均しモルタル 厚２０～３０、歩行用アスファルト防水（８層）

仕上：シート防水 

仕上：押え防水モルタル 厚５０～７０ 伸縮目地切、ウレタン塗膜防水

仕上：露出アスファルト防水（８層）

下地：コンクリート、均しモルタル 厚２０～３０

屋上 防水改修工事仕上表

改　修

既　存

既　存

（玄関庇・階段室塔屋）

１

２

３

下地：高圧洗浄
平　場

　溝
下地：既存仕上脆弱部撤去、押え金物撤去、シーリング撤去、高圧洗浄の上、エポキシ系ポリマーセメントノロ引き立上り

基　礎

＜特記事項＞

脱気筒(ＳＵＳ製) １０箇所

改修用ドレン（ヨコ型６箇所） 

　補強張り・アルミ製キャップ共

笠木欠損部モルタル補修、クラック補修

部　位記　号 内　容 その他

脱気筒(ＳＵＳ製) １０箇所

改修用ドレン（ヨコ型３箇所、タテ型３箇所） 

　補強張り・アルミ製キャップ共
改　修

平　場

　溝

立上り

既存/改修

下地：既存シート防水撤去、押え金物撤去、シーリング撤去、ケレン清掃の上、エポキシ系ポリマーセメントノロ引き

平　場

立上り

既　存

改　修

下地：既存アスファルト防水撤去、ケレン清掃の上、エポキシ系ポリマーセメントノロ引き

下地：既存アスファルト防水撤去、押え金物撤去、ケレン清掃の上、エポキシ系ポリマーセメントノロ引き

脱気筒(ＳＵＳ製) １箇所

改修用ドレン（ヨコ型１箇所） 

　補強張り・アルミ製キャップ共

笠木：高圧洗浄、欠損部ﾓﾙﾀﾙ補修の上、Ｘ２

脱気筒(ＳＵＳ製) １０箇所 新設

改修用ドレン（タテ型３箇所） 

改修用ドレン（ヨコ型３箇所） 

２

機械基礎跡
１

３

改修用ドレン（ヨコ型６箇所） 

脱気筒(ＳＵＳ製) １０箇所 新設

防水立上りＨ２５０～３５０

溝Ｗ３００

防水立上りＨ２５０～３５０

防水立上りＨ２５０～３５０

溝Ｗ３００

防水立上りＨ２５０～３５０

防水立上りＨ２５０～３５０

防水立上りＨ２００

2
,3

00

2,300

防水立上りＨ４００

防
水

立
上

り
Ｈ

４
０

０
～

０

防
水

立
上

り
Ｈ

５
０

～
４

０
０

防
水

立
上

り
Ｈ

７
０

０
～

１
５

０

防
水

立
上

り
Ｈ

１
５

０
～

２
５

０

防水立上りＨ４００

改修用ドレン

モルタル欠損補修
　　　 W100　H100

クラック補修 Ｌ1000
　Ｕカットシール工法

Ａ’

Ｃ’

Ｂ’

Ｃ断面図

現況 改修後

Ｓ＝１／２０３Ｂ断面図

現況 改修後

Ｓ＝１／２０２Ａ断面図

現況 改修後

Ｓ＝１／２０１

現況 改修後

機械基礎、パイプ基礎１ Ｓ＝１／２０

Ｗ×Ｄ

Ｈ

Ｗ×Ｄ

Ｈ

入隅メッシュ補強

立上り、溝：

機械基礎 機械基礎

既存仕上脆弱部撤去

ｴﾎﾟｷｼ系ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾉﾛ引き、

タイガーベース等の撤去可能な配管受け台は撤去とする。

笠木：モルタル欠損補修
　　　 W100　H30

（ヨコ型１箇所）

2
,6

00
6,

70
0

8,
7
00

4,700

笠木・水切り：カラーガルバリウム鋼板 厚０．５ 曲げ加工

エキスパンジョイント：ステンレス製 クリアランスＷ２００

立上り：既存仕上脆弱部撤去、

溝：既存仕上脆弱部撤去、

押え金物撤去、

平場：既存防水現況のまま

シーリング撤去

防
水
立
上
り
Ｈ
2
50
～
3
5
0 立上り、溝：ｴﾎﾟｷｼ系ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ

端部シーリング処理

防
水
立
上
り
Ｈ
2
50
～
3
5
0

ケレン清掃の上、
ｴﾎﾟｷｼ系ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ

端部シーリング処理

立上り、溝：　　　

防
水
立
上
り
Ｈ
：
屋
根
伏
図
に
よ
る

立上り：既存シート防水撤去

溝：既存シート防水撤去

押え金物撤去、
シーリング撤去

防
水
立
上
り
Ｈ
：
屋
根
伏
図
に
よ
る

端部シーリング処理

平場：ケレン清掃、
ｴﾎﾟｷｼ系ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ

立上り：ケレン清掃、
ｴﾎﾟｷｼ系ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ

笠木：高圧洗浄、

防
水
立
上
り
Ｈ
2
0
0立上り：既存アスファルト防水撤去

押え金物撤去、

平場：既存アスファルト防水撤去

シーリング撤去

防
水
立
上
り
Ｈ
2
0
0

仕上：ウレタン塗膜防水通気緩衝工法（サラセーヌ　ＱＶ－ＫＫ５０Ｔ同等仕様）

仕上：ウレタン塗膜防水密着工法（サラセーヌ　ＳＤ－立上り２０Ｔ同等仕様）、端部シーリング処理

下地：既設防水層撤去、エポキシ系ポリマーセメントノロ引き

仕上：ウレタン塗膜防水通気緩衝工法（サラセーヌ　ＱＶ－ＫＫ５０Ｔ同等仕様）

仕上：ウレタン塗膜防水密着工法（サラセーヌ　ＳＤ－立上り２０Ｔ同等仕様）、端部シーリング処理

仕上：ウレタン塗膜防水通気緩衝工法（サラセーヌ　ＱＶ－ＫＫ５０Ｔ同等仕様）

仕上：ウレタン塗膜防水密着工法（サラセーヌ　ＳＤ－立上り２０Ｔ同等仕様）、端部シーリング処理

平場：既設防水層撤去

ﾉﾛ引きの上、SD-立上り20T同等品

平場：高圧洗浄の上、QV-KK50T同等品ﾉﾛ引き、高圧洗浄の上、SD-立上り20T

平場：高圧洗浄の上、QV-KK50T

欠損補修の上、SD-立上り20T同等品

ﾉﾛ引きの上、SD-立上り20T同等品

ﾉﾛ引きの上、QV-KK50T同等品

高圧洗浄の上、SD-立上り20T同等品

平場QV-KK50T同等品

伊賀市総合福祉会館屋上防防水改修工事

Ａ-０３

折板葺（山高９０ハゼ）

裏面：フネンエース 厚４
カラーガルバリウム鋼板 厚０．６


